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2 0 0 0 年5 月5 日のこどもの日に全国 1 4 カ所で実施されたチャイル ドラインを核にして、

現在全国 15 カ所 く石川・ 福井・ いわき・ 干葉・ 世田谷・ 国立・≡重・ 和歌山・大阪・神

戸・広島・ 愛媛・ 大津・ 兵庫 （前出の神戸とは異なる）・ 名古屋〉で開設中。さらに準備中

の所が〈米子・埼玉・武蔵野・佐世保・茨城・京都・福岡・宮城・和泉（大阪）〉の9 カ所で

す。（チャイル ドライン支援センター調べ）それ以外にも品川・ 目黒 （すべて東京）などで

チャイル ドライン実施への動きが見られるようです。、

以下では、5 月5 日の子 どもの日にチャイル ドラインに参加された久保田さんに、当 日の

報告とチャイル ドラインのこれからにについてを、2 ページ上段ではせたがやチ ャイル ドラ

イン運営委員の昧岡さんに、 6 月に常設されたせたがやチャイル ドラインの 5 カ月について

を報告 していただきました。

日チ ャイル ドラインに参加 して

久 保 田 邦 子 （共育を語る会）

全国 一斉 キ ャンペ ー ン

チャイル ドライン支援センターの呼びかけで、5 月 5 日午前 1 0 時から7 日午前 1 0 時まで、

4 8 時 間のチャイル ドラインが全国 1 4 カ所 で実施されました。

参加 したのは、石川・福井・いわき・干葉・世田谷・国立・≡重・和歌山・大阪・神戸 ・

広島・愛媛・大津・東京（チ ャイル ドライン支援センターの特設）です。

目黒区でチャイル ドライン設置の可能性を探る 、共育を語る会 ′のメンバーも、乗京チャ

イル ドラインの受け手や事務局スタッフとして報告集会 （ 10 月 2 7 ・ 2 8 日）まで関わる事

になりました。また報告書の編集に携わることで各地の状況を知り、私達のこれからの活動

に大変薫重な情報を得る事が出来ましたので、ここにほんの一部をご紹介 します。

電話の本数

期間中に全国から寄せられた電話は、2 3 3 7 件（無言電話も含む）。最も件数の多か ったの

は東京の7 4 3 件。これは各 T V 局のニュースなどで東京の電話番号が放送されたり、電話の

回線を 5 本用意 した事が影響 していると思われます。 2 番 目に多かつたのが石川の3 2 2 件。

ここでは、 N T T や携帯・ P H S など企業の協力でフリータイ ヤルが確保できました。

どの地域もポスター・チラシだけでなく子どもの手に届きやすいカー ドを配つたり、マスコミ

の協力や企業からの支援、教育委員会との連携など周知には様々な工夫をされていたようです。

電話の内容

無言電話は全国で 10 0 0 件近 くあ り、すぐに切ってしまったものも多か ったけれど、じつ

とこちらの様子を伺っているもの、すす り泣く声やため息だけが聞こえるものなど、どの電

話も受け手に取 っては後髪を引かれるような思いで受話器を置く結果とな りま した。

年齢では中高生が圧倒的に多 く、性別では小学生までは女子がほとんど。中学生は女子が

約5 1％（乗京は5 5％）。高校生は男子が約6 5 ％（同8 0 ％）と逆転。電話内容ベス ト3 は、女子

（ 丑友達②いじめ③異性。男子（訓生（かいじめ （卦友達。東京では、虐待に関するものが8 件あ

りま したが 、いずれ もかな り深 刻な もので した。

1 0 代2 0 代の看い受け手が活躍 した地域もあ りました。同年代の方が話 しやすいという子

も多いと思いますので、ぜひ広がっていって欲 しいものです。

チ ャイル ドラ インの これ か ら

「ど う して2 日間 しか や らな いの」 と い う子 ども の声 があ りま した 。今 回のキ ャンペ ー ン

に参加 した各地の感想では、多 くの地域が 釘常設化』の必要性を上げていました。本当は期

間限定のイベン トでなく、かけたくなった らいつでも安心 してかけられる電話が期待されて
ノ｛、′〉 ＿ヽ／■ヽ／＼／＼＿′ヽ＿′ヽ一′ヽ＿′ヽノへ－′ヽ′■＼／‾＼ノ、、＿′ヽ＿／、、（

いるのだと思います。

世田谷では6 月から毎日午後 4 時～ 1 0 時までの常設を始めました。他 に4 カ所で遇 1～ 2

回の常設を しています。常設化 に向けては人や電話、お金など様々な問題がありますが、子

どもたちの成長を支えるための一つの柱としてもっともっと広がっていくようにしたいもの

だと思っています。

最後に

今回の 『子どもの日チャイル ドライン実施報告書』以外にもチャイル ドライン支援センタ

ーでは、子どもや親が悩みを抱えたときに安心 して相談できる全国2 4 6 団体を網羅 した『子

どもと親のほっとガイ ド』。チャイル ドラインの活動や理念、社会的な役割が丸ごと分廿 る

『チ ャイル ドラインをつ くろう ！』を発行 していますので、活用して下さい。冊子ご希望の

方は、チャイル ドライン支援センター （0 3 －3 4 4 7 －9 2 2 4 ） までお 申 し込み下さい。

子どもの権利条約 案5 2 号・2 0 0 0 年 10 月 15 日号 ∠』
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チャイル ドライン、

各地でスター ト

～地域からの子ども救済～

日本 の あ ち らこち らで 、実 践 が スタ ー トした 、 チ ャイル

ドラ イ ン 。世 田谷 は 、 さな が ら 『元 祖 チ ャイル ドライ ン』

とい うこ と にな るの で しょ う。

昨年 と一昨年、それぞれ 2 週間試行実施を しま した。期

間中 は、 い つで も か け られ る よ う にと2 4 時 間体 制 で した 。

終わ ってみると、一昨年は 1 ，0 6 9 件、昨年 は 1．2 5 3 件

の電話の数だ ったのです。

今年は、いよいよ常設化をと準備を してきま した。 6 月

1 日の午後 4 時か らスター トしたのです。私達の力量を考

え、現 実 に即 した か た ち で …と い う こと で、 午 後 4 時 か ら

1 0 時 ま で 3 6 5 日 と決 めま した。受 ける電話 は 1 台 か ら。

年中無休 というのは、試行を行 った時のように、 2 週間と

いう限 りある 中 での 『無理 を 承 知 で 』 とい う訳 には い き ま

せん。

子 ど もへ の 広 幸削ま、 6 月 1 日を前 に して 、学 校 を通 して

のカー ド配 り。 ス タ ー トの 頃 は、 1 日 （ 6 時 間 ） 3 0 件 位

でした が、だん だん 件数 は減 り、日曜 日・ 夏 休 み は 1 日 2 、

3 件 と い う日が 続 きま した 。

そ こで 夏 休み 明 け には、ふた た びカー ドを 配布 しま した 。

学校交換便 に入れてか ら 2 日後 には、 3 0 件～ 5 0 件電話が

入ってきま した。この時から電話を 2 台 に増 や しておいた

のです。

かけてくる電話の中にはおため し電話も含まれています

が（内容はまだ分析 していません）友達の こと、い じめの

こと、 親の こ とな ど、 傾 向 は試 行の 時 とあ ま り変わ りま せ

ん。けれど、 自分自身の内面の問題 に関 しては、常設化 し

たか ら多 くな って い るの かな あ とい う感 触 を もち ま した 。

しか しま だ 5 ケ月な の で 、 これ か らい ろ い ろな こ とが 解 っ

てくるの で しょ う。

（ ニ ュース レター 3 6 号 ・ 4 2 号 と合 わせて読ん で下 さい

ね！！）
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市民フォー ラム・レポー ト①

い じめ や体 罰 、虐 待 な どに苦 しめ られ て い る子 ど もた ち

を一刻も早 く救済 し、地域の中で市民が子どもたちとパー

トナー シ ップを 築 きな が ら子 ども 参加 を実 現 して い くた め

に、全国各地の自治体 レベル・市民 レベルで子 どもの権利

条例づ くりが進められています。 1 9 9 8 年 の川 西市 「子ど

もの人権オ ンブズパーソン条例」、 1 9 9 9 年の箕面市 「子

ども条例」、 2 0 0 0 年制定予定の川崎市 「子どもの人権条

例」 な ど は記憶 に新 しい と ころ です 。

東京都で も、「子 どもの権利条例」制 定にむけた動きが

あります。 19 9 8 年 7 月 には、東京都児童福祉審議会が子

どもの権利の救済制度と して第三者機関の設置 と子どもの

』

子どもの権利集約 第5 2 号・2 0 0 0 年 10 月 15 日号

権利条例制定について提言 しま した。 1 9 9 4 年 4 月 には、

東京都青少年問題協議会 （生活文化局所管）も、子 ども救

済のための第三者機関の設置と総合的な条例制定 について

答申しま した。このような動きを受けて、福祉局・生活文

化局・教育庁・ヲ総務局の各局にまたがる庁内検討会である

「子どもの権利条例 （仮称）研究会」が設置され、条例づ

くりをめ ざ した 検討 が 始 ま って い ます 。

他方で、石原矢口事のもと、 1 9 9 9 年 1 1 月 に は、「心の東

京革命」取組み方向素案が出され、2 0 0 0 年 8 月にはその

「 行動 プラン」が提案されています。「子どもの権利条例」

に逆 行す る取 組 みが 精力 的 に進 め られ よ う と してい ま す 。

このような東京都の状況を踏 まえ、子 どもの権利条例づ

くりへ の 参 加 を 目 的 と して 1 0 月 1 日 は 設 立 さ れ た の が

「 子どもの権利条例東京 市民 フォー ラム」です。東京市民

フォーラムでは今後、「心の東京革命」等の都政の動きを

注視 しつつ、各地の子 どもの権利条例づくりの経験 と蓄積

を踏まえなが ら、市民の側か ら積極的に「東京都子 どもの

権利条例」づくりに参加 していきます。具体的には「子ど

もの権利条例」 に関する情報・経験・ 意見交流のための集

会、学習会などの開催 、情報ネッ トワークづ くりなどの活

動を行 っていく予定です。詳 しくは、東洋大学社会学部森

田明美研究室 （ T E LO3－3945－7481）まで。
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r 奉仕」義務化で、
少年事件が解決するのか？

－教育基本法改正問題から

喜多 明人

去る 9 月2 2 日、森首相の私的諮問機関である教育改革国民会議

の中間報告が 1 7 の提案と してまとめられ、首相 に提出された。首

相が強く望んでいた 「教育基本法改正」問題 は、「国民的な議論が

必要」と述べるにとどまった。その結果次期国会での改正案提出の

線はなくなったが、首相の好きな “滅私奉公け的な 「奉仕」活動の

義務化が中間報告の提案どおり小・中・高校に導入されれば、実質

的には教育基本法の理念の修正とな り、将来の基本法改正に道を開

くこ とになろ う。

教育基本法は、「個人の尊厳」（前文）、「個人の価値」（ 1 条）を

基本的な理念の一つとしているが、個人中／こ＼で、社会・ 国の全体や

“公けの視点が弱い、という批判から改正が求められてきた経緯が

ある。そのような改正を望む背景には、「みんなのために」という

奉仕精神が身につけば、人を傷つけた りする少年犯罪が抑制できる、

との考え方が見え隠れする。

では、いまの少年事件が「みんなのために」的発想の奉仕活動の

強制で解決するのか。今年続発 した 1 7 歳の諸事件を通 して弓重く感

じるのは、彼等の「自己の存在感の危うさ」である。現実の生活の

中で自己の存在感をもてず、いわば「不在感ス トレス」を背負いつ

つ、苛立ちや苦悩を抱えた子ども、若者たち。子どもの権利条約に

即して言えば、子どもの権利としてのアイデンティティの危機であ

る。そのような現状認識に立つと、滅私的「奉仕」の押 しつけは、

ますます子どもたちの “自己不在感叩を募 らせるだけだと思う。

教育基本法の改正理由の一つとして「個人主義」がやり玉に挙げ

られているが、では戦後5 0 余年、学校や家庭、地域社会で本当に

子どもを「個人」として大切にしてきたのであろうか。親の手抜き

の「わがまま」放任ではな く、子どもを一人の人間として尊重 し、

その尊厳と個人の価値が尊ばれ「人格の完成」が図られていたと し

たら、今日のような事態は生まれてこなか ったような気がする。

わた しには、今日の少年事件から教育基本法の改正へと連想する

のは誤りだと思う。む しろ、教育基本法の考え方が浸透 していない

ことに問題がある。それは、戦後、日本の文教政策がむ しろ教育基

本法の理念を形骸化させ‾こきた ことにもよるが、それだけでな く、

一方で「個性尊重」をうたいつつ、他方 「みんな同じがいい」とい

う発想が同居 していることに無 自覚なまますご してきた学校現場に

も責任がある。そういえば、国民会議も、中間報告の冒頭で「『だ

れでも同 じに』では、結局、一人ひとりの個性の発揮を停滞させ」

といいつつ、もう一方では、「小・中学校では 2 週間、高等学校で

は1 ケ月間、共同生活を行 う」「満十八歳の国民すべてに一年間程

度…奉仕活動を義務付けることを検討する」と全国画一的な奉仕活

動の義務化を無頓着に言 っている。教育基本法をもう一度読みなお

して見ませんか。

市民フォー ラム・レポー ト②

大阪に在住するすべての子どもの権利実現のための施策推進を求

めて、 1 0 ／ 6 「大阪子ども政策 フォー ラム 2 0 0 0 」（呼びか

け／子 ども情報研究センター）を開催。 1 3 市民団体からの意見発

表と「Jtl西市子 どもの人権オンブズパーソン」の堀正嗣さんからの

特別報告、そして意見交流を行いま した。

各団体の問題提起から、子どもへの権利侵害はなお厳 しく、 しか

しながら権利侵害への社会の認識が極めて弱いことが、今改めて浮

き彫 りにな りました。その中で、市民による子どもの声を聴 く相談

活動や権利侵害を解決していこうとする努力が様々に行われている

ことを交流、問題を克服 していくための具体的な提案も多く出され

ました。

今後の子ども政策には、こうした市民・民間団体が担 ってきた子

どもの権利擁護活動の実績をバ ックア ップ し、さらにすべての子ど

もたちに行き届くシステムをつくることが求められています。その

ためには、権利擁護の拠 り所となる 「大阪府子 ども権利条例」の策

定が重要であ り、その過程においては、子 ども・ 市民の参画が大切

であることが確認されました。

「大阪府子ども栄誉合ビジ ョン」の目標年次を前に、各団体から提

出された レポー トを整理 し、政策提言として大阪府及び府内自治体

に提出する予定です。次回フゝ－ラムは 1 1／ 1 7 「川西市子 ども

の人権オンブズパーソン条例」策定の取 り組みについて吉永省三さ

んに話 していただきます‘。

子どもの権利条約フ ォーラム2 0 0 0 in 群馬だ より v ol．3

植原 俊子（現地実行委員長）

◇第 4 国学習会・不登校から見えてきたもの

去る 9 月 1 0 日、「パスの会」とい う不登校児のサークル活動を展

開している方々が中心になって、 1 0 0 名をこえる参加者のもと学

習会を開きました。

中学 3 年間不登校で、今は大学生の青年が「ずっと学校にとらわ

れて いて、 と らわ れな くな った りと、今 もその くりかえ しです が ‥・

学校に行かないと、オレはもうだめなんだ‥・母はヒステ リイ起こす

し、家庭 は ぐち やぐち ゃにな つて …」

またある母親は「子 どもが不登校になって、学校からは責められ、

■■子育て失格者”という扱いを長い間受けたきた」「オヤジの会」の父

親は「でも…今だに揺れている」と心の内を率直に語 って下さった。

私は、学歴社会にはじかれた子どもや親の悲鳴は私たち自身の押

し殺 してきた声ではないか－と深い感毒名を受けました。

◇第 5 国学習会・親の子育てと子どもの権利条約

10 月 1 5 日、子どもの権利条約研究の草分け的存在である、法政

大教授永井憲一先生を迎えての講演会を実施 しました。ご出身が地

元高崎だということで和やかな雰囲気で盛会で した。

ユーモアな詰 っぶ りで権利条約が生 まれた理念から話を起 こさ

れ、条文解釈が実に分かりやすく、あっという間の 2 時間でした。

◇ 1 1月 2 5 日 （土）2 6 （日）当 日フォーラムに向けて

これまでの 5 回の学習会を通 して、子どもの問題状況がどんどん

見えてきま した。「子どもの権利を考えることが、この状況を切 り

拓くキ ー ワー ドで ある」 と思 います 。

どうぞ草深き上州 一高崎へおでかけ下さい ！！

子どもの権利集約 第52 号・ 20 0 0 年 10 月 15 日号 ∠』



小第 2 国子どもの商業的性的搾取に反対
する世界会議（横浜会議）にむけた動き

～子ども・若者参加を中心に～

要 友 紀 子 （工クパット・ジャパン・関西・ユース）

来 年 1 2 月 に横 さ兵で 、 日本 政 府・ 国 際 工 クパ ッ ト・ ユ ニ

セフの共催 による 「第 2 国子 どもの商業的性的搾取に反対

する世界会議」が開かれる。 1 0 月 には国会議員・ 関係省

庁・ N G O 代表 らで構成される国内委員会 が外務省の呼び

かけで発足 した。

横浜会議で期待されるのは「子 ども・若者参加」である。

前回のス トックホルム会 議 （ 19 9 6 年 ）で採択された行動

綱領では 「子どもの権利の唱道者と しての青年及び子ども

のネッ トワークを確認あるいは設置 し、支援する。また、

子どもを、その発達能力 に応 じ、彼 らに関する政府及びそ

の他の計画の開発及 び履行 に参加させる」 とされ、子ども

の性的搾取をな くすための子ども・ 若者の参加を求めてい

る。

ス トックホル ム会議で は若 者 グルー プを設置 しただ け

で、国内企画委員会には参カロできなかったが、行動綱領で

「 子 ども・若 者参加」 の重要性 を確認 した後、この精神 に

基づ いて IY P P P とい う若者の 国際組 織が できた 。 この

I Y P P P が中心とな って実施 したのが今年 5 月 にマニラで開

かれた世界若者会議である。このマニラ著者会議 は、当事

者やサポーター としての子 ども・若者同士がエンパ ワーメ

ントし合い、必要な情報や救済手段を要求 していくための

重要な場になる とともに、あ らゆる段 l唱にお ける子 ども ・

若者参 加 に よ って フ ァシ リテ 一 夕ー の養 成 とネ ッ トワーキ

ングの確立を実現 した。

したが って横浜会 議では、ス トックホルムの行動綱領の

各国における実施状況の検証と、マニラ若者会議の成果を

踏まえた、継続的な若者参加を果たさなければな らない。

そのためには、単なる会議そのものへの若者の参加のみな

らず、国内委員会を含む横浜会議準備過程か らの子 ども ・

若者参加が不可欠で、少な くとも子ども・著者の運動グル

ープ代表及びマニラ会議の議論を共有 した若者がこれまで

の自分たちの活動成 果を十分に発揮できるよ う、運営・企

画・立案構成員として認め られるべきだろう。

ただ、 ここでの子ども・若者参加の権利性は、子 ども ・

著者という理 由だけで大人と対等な参画・意見表明権が認

められないときに初めて発生する。子ども・若者であ って

も大人同様、自発性 など活動内容を評価・検討 されて しか

るべきだろ う。一方、当事者性 は、重視すべき反面、被害

者がどうしても運動の矢面に立たされる （自分 の被害者性

を語 らせ られる）実態への配慮が望まれる。

※工クパ ット・ジャパン・関西の新刊 r約束を果たすた

めに』（￥10 0 0 ） ‥ ‥ス トックホル ム会 議再録 、マ ニ

ラ若者会議の ため にユース メンバーがつ く ったナ シ ョナ

ルレポー ト、翻訳 した国際 工クパ ッ トの資料 な どな どが

満載 ！！お求めは、yk an a m e＠m b ．infow e b ．0「．jp また

はT E L／FA X O 3 －3 5 3 0 －9 0 6 3 まで ！！

クレイグ・ キールバーガー講演会

（2 0 0 0 年 1 0 月4 日（水）カナダ大使館シアターホール）

報告／ 安 部 芳 絵 （子どもの権利条約ネットワーク）

子どもの力で世界を変え る、そんな ことを実際にや って

のけたのが現在 17 歳のクレイグ・キールバーガー君です。

1 2 歳 の 頃 、 フリー・ ザ・ チル ドレンを設立。以来、児童

労働の現 状調 査のためパキ スタンな ど南ア ジアを訪 問 し、

厳しい状況にある子 どもたちの現実 に触れ、その状況を世

界中に訴えてきま した。クレイグ君 は、児童労働 は大きな

問題ですが、少 しのことか らでも社会を変える事ができる、

とい いま す 。

また、クレイク君 は開発 国でも先進国でも子 どもの権利

に関するギ ャップが見 られる、といいます。開発国で は児

童労働 に象 徴 さ れる よ うに 「あ ま りにも 多 くの 責 任 を背 負

つているが、権利のない」状態にあ ります。一方で、先進

国では権利が保 障されているように見せかけ られています

が、実は「子 どもたちの声 は社会へ届かず、責任もほとん

』

子どもの権利条約 案5 2 号・20 0 0 年 10 月 15 日号

どない、つま り社会での役割が少ない」 とい う現実があ り

ます 。

日本 で は 「 1 7 歳 ＝少年 犯 罪 」 と い うイ メー ジ がメ デ ィ

アに よ って 浸 透 して き ま した が 、 その 1 7 歳 で あ る ク レイ

ク君は、来 日中に法務省 を訪問 しま した 。少年法改正につ

いては 「罪を犯すのにはそれぞれに理由があ り、厳罰化で

問題 は解決 す る のだ ろ うか ？む しろ 社会 参 加 こそ 、 問題 を

解決 す る糸 口 にな るの で はな いか」 とコ メ ン トしま した。

リー ダー シ ップや コン フ リク ト角琴決 の技 術 、 権利 な どを

身につける ことも重要であ り、市民と しての子ども参加が

求め られています。



や

刑罰適用年齢の引き下げについて

網野 利 夫（全司法）

私は家庭裁判所調査官を しています。少年法 は非行少年

の立ち直 りとそれによる社会の防衛 を中心とする との認識

のもとに仕事を してきま した。刑罰適用年齢を 1 4 歳 まで

下げるの には反対です。

刑罰の中の懲役は作業をおこなわねばな りません。中学

生にそ うするのは憲法・ 教育基本法に抵触 します。法案 は

1 6 歳までは刑罰 を受けても少年院で矯正教育 をすること

ができ る と しま した 。 法 案 自 体 が 、 1 4 ． 5 歳 に 刑罰 を受

けさせるのには無理があるのを認めたわけです。

現在、家裁の運用で は、交通事件につき罰金 目的の刑事

処分が多 用されています。中学生の無免許運転への罰金 は

有害無益です 。一般事件で は立ち直 りの可能性 を考えて、

刑事処分 を厳 しく選別 しています。調査官も、刑事処分相

当との意見は何年かに一度出す くらいです。中学生で非行

性の進んだ少年 は、幼少時か ら劣悪な環境で育った者が多

いです。突然 に重大事件を発生させる少年は性格の隔た り

が大きい者で しょう。とも に刑罰でな く矯正教育が適切で

す。た とえ法案が成立 しても、 1 4 t 5 歳で実刑 となる少

年は ご く少 数 で しょう 。

この よ う に無 理 が あ り、対 象 が ごく少 数 と思 え る法 案 を

実現 させ よ うと して いる の は他 に 目的 があ る か らです 。非

行をする前の予防という目的と、少年一般を対象と した規

範意識の強化とい う目的では、後者が本命です。ただ、少

年たちがつかまるのを心配す るのは行為 後です 。法 の存

在は予防には役立ちません。

規範意識は幼少期か らの親の監護、社会の 「規範」 に則

つた動 き か ら身 につ けて い くもの で し ょう。 です か ら、 立

案者 の 思 い通 りの 目的 は 達 成 さ れ な い で しょ う。 しか し、

立ち直 りとそ れによる社会の防衛を中心 と した少年法が、

中心 は変わ らない としても変質するのは確かです。

見逃せ ないのは、規範意識 の強化を はかる動 きは、憲

法・教育基本法の動きと連動 していることです。その 旨の

法相の発言が本年 1 0 月 1 1 日付朝日新聞に掲載され まし

た。法相は 「社会全体の規範意識、責任 と義務、個と公の

関係」 に言及 しま したが 、権 利 に言 及 した との記 載 はあ り

ませんで した。「滅私」 とまではいかな くても、「私」が大

切にされない方向にいくのかと心配です。とにか く、法案

が青少年対策の中でどう位置づ けられるのかの検討をする

必要性を法相は私に気づかせてくれま した。

私 は去 年行 わ れた 、子 ど もの権 利条 約 フ ォー ラム で

“F re e The Chi】dren－’と出会う機会がありました。私と

同じ年の少年が世界中の子 どもたちに、手をのばしている

とい う事 実 を知 り、私 は とて も驚 き ま した 。

それは、私が社会的問題点でもある “児童労働”を矢口ら

なか ったのではな くて、 “貧 しい国では沢山の子 どもたち

が、学校 にも行けず、家族 を守るために、働いている’’と

いう事が、テレビなどで小 さい頃から固定観念 としてあ っ

たよ うな 気 が しま す。

今回、クレイ グ君の話を聞かせ ても らって、私は大きな

ショックを 受 けま した 。 自分 よ り幼 い子 ども が 、体 中 にた

くさ んの 傷 を作 り、大 人 か らは ま るで 、奴 隷 の よ うに働 か

され、さらに大人から暴力を受けている。

子どもには、無限の夢、そ して、無限の才能があ り、そ

の夢や才能をのばす環境が必要なのではないで しょうか。

現在、“F re e The Children－’などの活動により、世界で

6 0 万 人の子どもが、学校に通えるよ うにな ったそうです。

私達は今、この 8舜問も幼 い命が危険にさらされ、それで

も自由を求めている子どもたちの声に、もっと耳をかたむ

け、 協 力 し合 うべ きな の で はな い で しょ うか 。そ して 、 こ

の事実をきちんと受けとめ られる心 が、私たち一人ひとり

に必 要な んだ と感 じま した 。

訂正とお詫び

前号 （51号） に以下 の ような誤 植が あ りま した。訂 正 して

お詫び 申 し上 げます 。

＊P 2 上段左 「富山県小杉町の取 り組み」

4 段落 3 行 目 「加わって、主体となる～」以降削除。

大変 ご迷惑 をおか け しま した。 どうもすみ ません で した 。

（編集担当）

＊ P 2 － 3 C L O S E －U P タ イ トル

誤：「地 域か らの子 どもの権利条 約づ くり」

正：「地 域か らの子 どもの権利条 例づ くり」

子どもの権利集約 第5 2 号・ 2 0 00 年 10 月 15 日号 ∠』



賓どもの権利集約雷オー慧溢琵8 0 む諜陵螢画

F メ欝 碓粛藍寮 ど態竃恕撥制ヨ′

企画 ：寮どもの司専制集約蒸ッ准ワーク

協薫∋：繋紬 ドレン諾・ユタ認諾レス葉菜支局

＜ ラ ウ ン ドテー ブル ＞

前半はアメ リカ大統領選挙の取材の様子 を、ラウン

ドテーブル形式で報告 しま した 。 C E の記 者 になった

きっかけや、実際の大統領選挙 の取材で楽 しか った こ

と、 大変 だ った こ と、 ア メ リカ と 日本 の 選挙 シス テム

の違 い な ど を 報告 しま した 。 フ ロ ア か らの 質 問 に は 、

メンバーの中で意見の相違がみ られた り、日頃の活発

な意 見交 換 が 目 に浮 か ぶ よ うで した。 後 半 はあ らか じ

め希 望 によ ってふ りわ け た グル ー プ に分 かれ て デ イス

カッションを行ないました0 餞

＜ グル ー プ・ デ イス カ ッシ ョン ＞

『少年犯罪』担当 ：飯塚信吾（感想）／柳田正芳（内容）

＜ 内容＞夏休みに派手な格好 をしていた らある疑いを

かけ られた 、 とい う体 験 か ら、 メ デ ィア の報 道 の 仕方

が「 1 0 代 ＝凶悪」 の考え方 を社会に広めているので

l 十 」」 ：■■－爪 ＝；ニ＿ て7 ≠こ二審 7ヾ ノーゝ F々 ぢ「］ヨ：P 爪 ＿′・J ＿ ÷ブ★ヽ 士ヽさ 」し

「メディアと子 どもの権利」報告
2 0 0 0 年 9 月2 4 日 （日）国立オ リンピ ック記念 青少

年総合センターにて、子 どもの権利条約 フォーラム

2 0 0 0 の プ レ企画 と して 「メデ ィア と子 どもの権 利」

と題 したイベ ン トが行な われ ま した。 この プ レ・ フ ォ

ーラム はパー トナー団体 である チル ドレンズ・ エ クス

プレス東京支局のメンバーとC R C ネ ッ トの子ども会員

が中心となって企画運営しました。



『私 の居場所 ってどこだろ う？』

担当 ：吉田雪絵（内容・感想）／佐藤美沙

＜ 内容 ＞自己紹介の時 に、「自分が一番安心する居場

所は どこ ？」 と い う質 問 に答 え て も らい ま した 。 その

後、子どもたちが求めている居場所はどのような場所

なのか、また、そのための情報が今のメディアで十分

に提供されているの かを考えました。メデ ィアに頼る

のではなく、自分 から情報を得ることが大切だ、のよ

うな意見がでました。

＜ 感想 ＞1 人 1 人の正確が違えば、「自分 が安心 する

場所」が違って当たり前。こんなにも簡単なことを早

く自分も気づいていれば、いろいろな ことに追い詰め

られな くていいのではないか、と思いま した。子ども

の近 くにいる誰かが手助けを してあげる ことも大切な

ことな ん だな 、 と思 い ま した 。 今 回の プ レ・ フ ォー ラ

ムはとても楽 しかったです。

『身近な話題を＝ ユース に しよ う ！』

担当 ：那須香沙梨（感想）／安部芳絵（内容）

＜ 内容 ＞小学校で 「思いこみ」か ら生 じたある事件を

話し、次に参加者の身近な 「現場」で同 じような問題

があるかどうかを聞きま した。参加者の抱 える問題は

様々で したが、そこには 「客観的事実を直視 していな

かった か ら生 じた」 とい う共 通 項 があ りま した 。身 近

な話題も客観的に見ていくことで誰 もが記者 になれる

ことに気 づ いた 話 し合 いで した。

＜ 感想 ＞私 はC E の記者になったばか りで、記者 って

特別な ことのよ うに考えていたけど自分の 「現場」か

ら問題を一生懸命考えて発言 している人たちはみな記

者なんだとい うことに気づいた。話合いの大切さも心

に残 った。私はこれか らもた くさんの記者たちに会い

たいと思った。

プレ・フ ォー ラムの 詳 しい報告 は、『プ レ・ フォー ラム報告 集』

でご覧になれます。送料込み 1 0 0 円でご希望の方に配布 しま

すのでご希望の方は子どもの権利条約ネ ットワーク事務所まで

お問い合わせ ください。

『幸 せ に な る には ど う した らいい の ？

…幸 せにな る方法 （コツ）教えます ！』

担当 ：前田海嘉（感想）／林大介（内容）

＜ 内容 ＞まず、は じめに自己紹介を兼ねて参加者それ

ぞれ か ら 「どん な 時 に幸 せ を感 じる か」 を話 して も ら

いま した 。「幸せ」 といってもひ とそれぞれで、話を

深め て い く につ れ て、 幸 せ にな る ため には ど う した ら

いいのか、へ と広がりま した。参加者の中で意見が一

致したのは、幸せになるため には自分の ことが好きに

ならな けれ ばな らない 、 とい うこ とで した 。

＜ 感 想 ＞ 「幸 せ だ と思 うと き は ど ん な と きで す か ？」

と聞 く とあ ま りに も違 った答 え が か え って きて 驚 き ま

した。 幸 せ にな る 「コツ」 で は 、「自分 を好 きに なる 」

以外 に 「赤ち やん にな る」 とい うこ とで 答 えが ま と ま

りま した 。少 しず つの 幸 せを 大 切 に して 、 人も ー緒 に

幸せ に してい ける よ うな 人 間 にな って い け た らな あ と

思 いま した 。

『なぜ人 は人を殺 して はいけないの力l』

担当 ：土田朋水（感想）／神 陽子（内容）

＜ 内容 ＞ア メリカでの取材 の際に、「なぜ人 は人を殺

してはいけないのか」という問いに答え られなかった

経験をもとに、意見交換を行ないました。その理由 に

ついては様々な意見が出されま した。自分の命と引き

換えな ら人を殺 してもいいのか、な どと参加者からも

問いが莞せ られ、結果的には話合いの前後で違う考え

にな った人もいたようです。

＜ 感想 ＞この質 問には参加者そ れぞれの理 由があ っ

た。みんなが 自分の考えをも っていることに僕は嬉 し

かった。この質問、誰でも一度は自問 したことがある

のではないだろ うか。「人を殺 しても何 も生み出さな

い」というのが僕の答えだ。人を殺 したところで何か

生み 出 した と して もそ れ は哀 しみ だ け じやな いの か ？

子どもの権利条約 案52 号・20 0 0 年 10 月 15 日号 ∠』
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何かとイベン トが目白押 しのこの季節。運営委員は子どもの権利

条約ネ ッ トワーク （以下、 C R C ネ ッ ト）以外でも活動 している行

動派 ＝ ？）が多 く、様々なイベン ト＞ を掛け持ち しています。も

ちろん、C R C ネ ッ トでも第 1期学習講座を終えたと同時に、次はプ

レフォーラム、そ して子どもの権利条約フォーラム2 0 0 0 とイベ ン

トが続きます。そう した中、先 日行われたプ レフォーラムでは、

C E 東京支局のメンバーをはじめ、10 代 2 0 代 （の運営委員）の活

躍が目立ちました。そのためか、企画会議でも斬新なアイディアが

繰り広げられ、これか らの活躍が期待されるところです。 しかし当

日の参加者はそれほど多くはなく、子ども・著者の声を伝えていく

ための力がまだまだ不十分だということも改めて認識 しま した。

さて、子どもの権利条約ネ ッ トワークは、このニュースレターが

皆様のお手元に届いて数週間後の 1 1月 1 7 日に、設立9 年を迎えま

す。子どもの権利条約があまり知 られていなかった頃から権利条約

の批准を政府に求め、その存在と精神を社会に訴えて、9 年が経つ

ことを考えると、想いはひと しおです。

そこで、運営委員会では、設立 10 周年を迎える来年度に、何か

記念 したイベン トを行お う ！！、と考えています。先日の運営委員

会で 1 0 周年企画についてのブレインス トーミンク（実現可能性を

問わずにとにかく意見を出し合 うこと）を行ったところ、「記念講

演」「国際シンポジウム（子どもの権利委員を招く、アジアの子ど

もとの交流など）」「ジュネーブスタディーツアー」「C R C ネ ッ トグ

ッズの作成・貝反売」などなど、様々なアイディアが出ました。

来年度の活動方針に盛 り込む予定のため、今後の運営委員会で検

討していきますが、皆様も「C R C ネッ ト1 0 周年企画」を企画 して

みませんか？「私たちの町での条約学習会」「会員同士の意見交換 ・

交流」など、東京周辺だけではなく、全国の会員が何 らかの形で関

われるようなオ リジナ リティーあふれる提案をお待ちしています。

また、「C R C ネッ ト10 周年企画」に先立ち、2 0 0 0 年度第2 期学

習講座についても準備をすすめています （2 0 0 1年 2 月～3 月を予

定）。こちらへの皆様のご協力・参加もお待ち しています。

（C R C ネ ット運営委員会）
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☆『国際化時代の人権入門』監修 ：日高六郎

編集 ：神奈川人権センター

（神奈川人権センター、1 9 9 7 、2 0 0 0 円）

人権関係の諸問題がせ－んぶコンパク トに 1 冊にまとまつてる本

で、手軽に人権全般を見渡せて便利。全 1 3 章の中の 1 章分が子ど

もの人権にあてられています。子どもの人権だけでなく広く視野を

保つのに便利。

☆『い じめ に立ち向かうーキ ッドスケープ・ トレーニング・ガイ ド』

著者 ：ミ ッシェル・ エ リオ ッ ト

ジ ェー ン・パ トリ ック

訳 ：平野裕＝

（ア ドバンテージサーバー、 1 9 9 7 、2 9 9 6 円）

いじめを克服するためにイギ リスで生み出されたマニュアルの翻

訳本。この本は、イギリスの 2 0 0 万人を超える子どもや若者たち

に活用されていて、 しかも、すぐ使える実践的なガイ ドであり、明

日か らで も活用 する こと ができ ます 。ア クテ ィビテ ィが た くさん出

ているので、ぜひ試 してみて下さい。

子どもの権利条約
の これか ら

一国連・子どもの権利委員会

（C R C ）の勧告を活かす

●子どもの人権連・反差別国際運動

日本養魚会貸

本体価格1714円＋税

学校で とりくむ

．子 どもの権利条釣

一周連・子どもの権利勧告を活かす

●子どもの人権遵・学苛研究委兵舎清

本体価格762円＋税

玉′弄廠 印

醍

舶‘く祥 一・代川 拭九 段北
ヰ・ト1 1地 政 ビ ル ら F

T E L tJl・‡2I4．1仙l

⑧日本評論社

い
ま
日
本

で
は
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
は

ど

の
よ

う

に
活

用

さ
れ

て
い
る
の
か
。
各

条
文
の
意
義
や
現
状
が
各
分
野
で
活
躍

す
る
第

一
人
者

の
解
説
に
よ
っ
て
明
ら

か
に
な
る
。好
評
だ
っ
た
旧
版
を
再
編
集

し
、
21
世
紀

へ
向

け

て
条

約

実

現

へ
の
指

針
を
提
供
す
る
グ
レ
イ
ド
・
ア
ッ
プ
版
。

権利集約 琴

永
井
憲

一
・

寺
脇
隆
夫
・

喜
多
明
人
／

編

四
六
判

1
8
0
0
円

豊島区南大塚 3 －124 電話03－3 987－8 621 ［価税別］

子どもの権利条約 案5 2 号・ 2 0 00 年 10 月 15 日号

「子どもの権利条約」No．5 2

2 0 0 0 年 10 月 1 5 日発行

★発 行（隔月刊）

子どもの権利条約ネッ トワーク

N e tw o rk for the C o nvention  o n  t h e

R ig h ts o f th e C h ild

〒105・0022 東京都 5曹区海岸 ト6 －ト8 3 1

T EL  O 3 － 3 4 3 3 － 7 9 9 0

F AX  O 3 － 3 4 3 3 － 7 3 6 9
（ 事務所受付時間／月・金1 3 ：0 0 ～ 1 8：0 0）

ホームページ

h ttp：／／W W W ．n e．jp／a s a h i／C「C／n etw o「k／

★発行人 喜 多 明 人

★編集人 内 田 塔 子

★年会費 4 0 0 0 円 学生2 0 0 0 円

1 8 歳未満10 0 0 円

定期購読4 0 0 0 円

＊郵便振替 0 0 1 8 0 －2 －7 5 0 1 5 0

★印 刷 ㈱ 第一プリン ト


